


























































































































Aレベル Part1 サチニさんといっしょ』（以下、『サチニ 1』）と、『スリランカ高校日


















































































被調査者 現在の専攻（大学院） 大学での専攻 海外での経験の有無、国名（期間）
A 日本語教育 国際関係学 オーストラリア (10ヶ月 )、中国（10ヶ月 )
B 日本語教育 英語学 イギリス（3ヶ月）
C 日本語教育 朝鮮語 韓国（10ヶ月）
D 日本社会 東アジア言語文化 韓国（６ヶ月）、台湾（１年）










































































              
     出典:『サチニ2』第13-1課「悩み相談」 練習、pp.7-8. 
図3 『サチニ』の会話例〈1サ〉～〈8サ〉の前に掲載されている絵 

























































































表 2 『サチニ』の会話例（1サ）についての JNS被調査者の意見
被調査者 感謝を挟むか否か その理由 感謝を挟む場所










D 挟む（助言をする側が先生なら）先生からアドバイスをもらったので 最後の Bの発話の後ろに
E 挟まない 簡単な質問だけであるため －
表 3 『サチニ』の会話例（2サ）についての JNS被調査者の意見
被調査者 感謝を挟むか否か その理由 挟む場所




















表 4 『サチニ』の会話例（4サ）についての JNS被調査者の意見
被調査者 感謝を挟むか否か その理由 挟む場所












D 挟まない 勉強を教えてもらったわけではないため ―










































































表 5 『サチニ』の会話例（14サ）についての JNS被調査者の意見









C 挟む 診察してもらったことへの一言の感謝 「お大事に」の後の病人発話
D 挟む お医者さんに診てもらったので 「お大事に」の後の病人発話













































































表 6 『サチニ』の会話例（17サ）についての JNS被調査者の意見













C 挟まない 感謝を述べるべき点がない ―






















































































（23サ） A :スーパーミヒリ※ はどうですか。
B :広いですよ。
A :そうですか。じゃあ行きましょう。　　　　　（※スーパー名）


























鈴木    :何日ぐらいの予定ですか。
タワポン  :  3日ぐらいです。
鈴木    :それなら、草津か志賀高原がいいと思いますよ。温泉もあるし……。
タワポン  :どうやって行くんですか。
鈴木    :  JRでも行けますが、夜行バスなら、朝着きますから、便利ですよ。
タワポン  :そうですか、どちらが安いんですか。
鈴木    :さあ……。旅行会社へ行けばもっと詳しいことがわかりますよ。
タワポン  :それからスキーの道具や服は何も持っていないんですが……。










表 7 『サチニ』の会話例（23サ）～（26サ）についての JNS被調査者の意見
場面 被調査者 感謝を挟むか否か 理由
（23サ）




















































































（30サ）ラーダ      :アハマッド君、いつもどのようにして日本語の勉強をし
ていますか。
アハマッド :そうですね。毎日 2時間は勉強するようにしています。
ラーダ        :毎日、2時間ですか。すごいですね。
アハマッド :その日に習ったことをすぐ復習しなかったら、後で大変
です。
ラーダ        :そうですか。私もやってみます。
出典 :『サチニ 2』第 15-3課「私が市長になったら」、Use、p.64.




























出典 :『サチニ 1』第 5-1課「休みはいつですか」、Use、p.98.
（32サ）A  :休みはいつですか。
B  :来週の土曜日と日曜日です。
A  :今月のポーヤデー※ は月曜日ですね。
B  :はい、そうです。
※満月の日のこと。









































出典 :『サチニ 2』第 18-4課「活動」、Speaking、pp.146-147.













































































































出典 :『サチニ 1』第 12-3課「有名なところ」、Use 、pp.246-247.
表 12 『サチニ』の会話例（35サ）～（38サ）に対して JNSが感謝を表出しない理由
会話例
被調査者
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